
 
石巻市公立幼稚園・保育所・こども園再編計画（案）概要版 

 

 

１ 計画策定の趣旨 

全国的な少子化の進行、核家族化や女性の社会進出に伴う共働き世

帯の増加、就労形態の多様化により、子どもを取り巻く環境は大きく変

化しています。そのため、保護者の就労形態に関わらず、子どもが教育・

保育の機会を得られる仕組みづくりや多様化する保育ニーズに対応す

るとともに、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進するこ

とが必要です。 

本計画では、以下の３つの大きな目標を定め、効率的・効果的な教育・

保育施設の配置を進めます。 

(１) 石巻市人口ビジョンに求められている「安心して子どもを産み育て

ることのできる環境づくり」の実現に向けて、保育需要量の高いエリ

アにおいては、民間誘致を積極的に推進し、市民の幅広い保育ニーズ

に対応します。 

(２) 公立施設は、特別な支援を必要とする児童への対応や、安定的な

運営が難しい地域で必要な保育の供給を確実に行い、地域における

子育て支援の中心的な役割と市内全域における保育水準の向上を牽

引する役割を担います。 

(３) 将来的な保育所維持管理経費・運営費を削減するために、公立施

設の更新、統合及び廃止、そして民間誘致による保育所及びこども園

の整備を計画的かつ効果的に進めます。 

 

２ 計画の位置付け 

再編計画は、「石巻市公共施設等総合管理計画の個別計画」の一つと

して位置付け、「石巻市公立幼稚園・保育所・こども園再編計画（以下「第

１期計画」）」の後継（第２期）計画として策定します。また、この計画の推

進にあたっては、第２期石巻市子ども未来プラン（令和２年３月策定）と

整合を図るとともに、具体的な整備方針、事業年度については、「石巻市

総合計画基本計画実施計画」に登載して進めます。 

 

３ 計画期間 

 令和５年度から令和９年度までの５年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

１ これまでの取組み状況 

東日本大震災で被災した公立施設の復旧・復興、「子ども・子育て支援

新制度」に基づき実施した私立認可保育所等の民間施設の建設、平成３

０年３月に策定した「第１期計画」に基づく、公立施設の統廃合を進めた

結果、令和４年４月１日現在、公立保育所２３施設（休止施設を除く）、公

立認定こども園２施設、私立認可保育所１３施設、私立認定こども園３施

設、小規模保育事業所８施設の合計４９施設（平成２９年４月１日現在４６

施設）となり、概ね保育需要量に対応した保育供給量を確保しています。 

 

２ 施設の老朽化と教育・保育環境への課題 

「第１期計画」策定後５年を経過し、新たに２施設の耐用年数が超過し、

さらには今後の５年間で、３施設が耐用年数を超過することから、引き

続き、計画的な更新、統合及び廃止を進めていく必要があります。 

また、地域の牽引役を担う統合施設として、新規に施設を建設するに

当たっては、保育の必要量に応じた適切な保育の供給や保育ニーズの

多様化に応じた環境の整備のみならず、児童の送迎時の駐車スペース

の確保など、きめ細やかな検討が必要です。 

 

３ 人口・児童数の状況と教育・保育需要への対応 

保育施設に入所する本市の０～５歳人口は、引き続き減少すると推計

されていますが、依然として保育ニーズは高まり、入所者数は、維持また

は微増となる見込みです。 

令和 4年 人口 ４，７３３人 入所者 ２，４１５人 入所率５１．０２％ 

令和 9年 人口 ４，２２４人 入所者 ２，３９４人 入所率５６．６８％ 

令和１２年 人口 ４，１４２人 入所者 ２，４２０人 入所率５８．４３％ 

また、働き方の多様化等により、時間外保育事業（早朝を含む）、休日

保育事業、一時預かり事業など、保育ニーズは多様化しています。これ

らについては、公立施設の統廃合に伴い生じる人的資源を有効に活用

することを前提に、保護者のニーズを把握し、実施を検討します。 

さらに、現在、公立施設を中心に受け入れを行っている特別な支援を

必要とする児童への対応の拡充についても、ニーズに合わせて進めます。 

 

４ 公立施設と私立施設の役割分担 

 引き続き、それぞれの長所、特色、機能に応じた役割を担い、幼児教

育・保育に取り組んでいくこととします。 

 

 

 

１ 基本方針 

石巻市人口ビジョンにおける目標のとおり、2060 年に人口９万４千

人を維持するためには、安心して子どもを産み育てることのできる環境

づくりが重要であり、単純な保育需要量に対応する供給量の安定的な

確保だけではなく、教育・保育の質を向上させることが本市の人口減少

抑制に寄与するものと考えております。 

また、耐用年数を超過した老朽化施設等については、できる限り更新

することが必要であり、保育需要量を確実に満たした供給量を確保しつ

つ、保育の質を維持、向上させるためには、公立施設と私立施設のバラ

ンスが重要です。 

そのために、将来的にも安定した保育需要量が見込まれる地区につ

いては、民間事業者を積極的に誘致することにより公立施設数を削減し、

それにより公立施設における人材を安定確保できる環境を整え、低年

齢児の受け入れを拡大するほか、特別な支援を必要とする児童への対

応や、保護者のニーズに即した保育サービスの提供を進めます。 

 

２ 再編計画 

石巻・牡鹿地区、河北・雄勝・北上地区、河南・桃生地区に区分し、裏面

のとおり統廃合を定めます。再編計画どおりに再編を進めた場合の施

設数は、次のとおりです。 

施設・事業種別 令和５年３月 令和１０年３月 増減 

公立幼稚園  ４  １  ▲３ 

公立保育所 ※ ２３ １３ ▲１０ 

公立こども園  ２  ３   １ 

公立施設小計 ２９ １７ ▲１２ 

私立幼稚園  ６  ６   ０ 

私立保育所 １３ １７   ４ 

私立こども園  ３  ４   １ 

私立小規模保育事業所  ８  ８   ０ 

私立施設小計 ３０ ３５   ５ 

合計 ５９ ５２ ▲７ 

※公立保育所には、休所施設（荻浜保育所）施設を除き、公設民営保育所１か所を含む 

  

第１章 計画の策定に当たって 第２章 石巻市の教育・保育を取り巻く環境 第３章 再編計画 



 

 

石巻地区・牡鹿地区の再編イメージ 河北・雄勝・北上地区の再編イメージ 

河南・桃生地区の再編イメージ 

地区 保育所名 乳 障 一 延
認可

（届出）
定員

児童数 今後５年間の方針 乳 障 一 延 摘要

前谷地保育所 ○ 60 45

和渕保育所 ○ 60 34

北村保育所 ○ 60 33

鹿又保育所 60 48

須江保育所 60 36

桃生新田保育所 ○ ○ 90 67

桃生幼稚園 130 12

公立保育所 6 公立保育所 3
公立認定こども園 0 公立認定こども園 1
公立幼稚園 1 公立幼稚園 0

私立施設 1
※公立保育所の統合が令和11年4月となるため3施設で換算

・前谷地保育所を廃止
・和渕保育所を廃止
・北村保育所を廃止
・令和１１年４月開設に向け建設

○ ○

河南

桃生

・鹿又保育所を廃止
・須江保育所を廃止
・令和８年４月開設に向け準備

・桃生新田保育所を廃止
・桃生幼稚園を廃止
・令和９年４月開設に向け建設

 表記　乳：０歳児保育　　障：障害児保育　　一：一時預かり
　　　 延：延長保育（午後６時半～午後７時）
　　　 保育所の児童数、幼稚園の児童数は、令和４年４月１日時点
　　　 〇は実施。△はニーズ調査を行い実施を検討。

廃止・統合
→公立保育所

（建設・開設準備）

○ ○ ○ ○

廃止→民間誘致
私立保育所

○

廃止・統合
→公立こども園

〇 〇 〇

地区 保育所名 乳 障 一 延
認可

（届出）
定員

児童数 今後５年間の方針 乳 障 一 延 摘要

飯野川保育所 ○ ○ 50 44

河北幼稚園 130 33

大川保育所 30 5

大谷地保育所 30 24

二俣保育所 ○ 30 21

雄勝 雄勝保育所 ○ ○ 20 9 存続 ○ ○ △

相川保育所 45 8 存続

北上こども園 ○ ○ 60 29 存続 ○ ○ △

公立保育所 6 公立保育所 4
公立認定こども園 1 公立認定こども園 1
公立幼稚園 1 公立幼稚園 1

私立施設 0
※（仮）河北こども園の統合が令和10年4月以降となるため2施設で換算

北上

廃止・統合
→公立保育所

○ ○ ○

河北

廃止・統合
→公立こども園

（建設・開設準備）

○ ○ △

・飯野川保育所を廃止
・河北幼稚園を廃止
・建設に向け準備作業の開始
・令和14年4月開設予定

△

△

・(仮称)河北保育所を建設
・大川保育所を廃止
・大谷地保育所を廃止
・二俣保育所を廃止
・すべての特別保育の実施を検討
・令和5年4月開所予定

地区 保育所名 乳 障 一 延
認可

（届出）
定員

児童数 今後５年間の方針 乳 障 一 延 摘要

石巻保育所 ○ 80 51

ふたば保育所 ○ 110 74

渡波保育所 ○ ○ 70 67 存続 ○ ○ △

鹿妻保育所 ○ ○ 110 59 廃止→民間誘致 ○ △
・私立保育所を誘致
・一時預かりを湊こども園へ移行
・令和7年4月開設に向け準備中

蛇田保育所 ○ 90 88 存続 ○

井内保育所 ○ 80 68

稲井幼稚園 65 3

若草保育所 ○ 90 58 廃止→民間誘致 ○ ○ △

・若草保育所を廃止
・私立保育所を誘致
・障害児保育は継続
・令和7年4月開設に向け準備中

水押保育所 ○ 60 43

水明保育所 60 33

住吉幼稚園 130 8

荻浜保育所
（へき地保育所）

10 0 廃止 ・荻浜保育所を廃止

釜保育所
（公設民営）

○ 60 60 存続 ○

湊こども園 110 50 存続 ○ △ ・一時預かりを鹿妻保育所から移行

牡鹿 牡鹿地区保育所 ○ ○ 50 19 存続 ○ ○ △ △

公立保育所 11 （うち指定管理施設1） 公立保育所 6 （うち指定管理施設1）
公立認定こども園 1 公立認定こども園 1
公立幼稚園 2 公立幼稚園 0

私立施設 4
※新石巻保育所の統合が令和10年4月となるため2施設で換算

石巻

廃止・統合
→民間誘致

○ ○ ○

廃止・統合
→公立保育所

（建設・開設準備）

○ ○ ○

廃止→民間誘致 ○ ○ △

・水押保育所を廃止
・水明保育所を廃止
・住吉幼稚園を廃止
・私立保育所を誘致
・障害児保育は代替施設で実施
・令和8年4月開設に向け準備中

△

・新石巻保育所を新規建設
・ふたば保育所を廃止
・すべての特別保育の実施を検討
・令和10年4月開設に向け建設

・井内保育所を廃止
・稲井幼稚園を廃止
・私立こども園を誘致
・全ての特別事業を実施
・令和6年4月開設に向け準備中

 表記　乳：０歳児保育　　障：障害児保育　　一：一時預かり
　　　 延：延長保育（午後６時半～午後７時）
　　　 保育所の児童数、幼稚園の児童数は、令和４年４月１日時点
       〇は実施。△はニーズ調査を行い実施を検討。

○

△


